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. 2（周年7月14日に三宅島緩山の噴火活動が活祭になり、気象庁三宅島火山銭JIU商事量によると、火山ガス
成分のひとつであるニ滋化磁貧（S02）の敏出置は、2ぽ）（）～2002年！こ4，α）（）～80.αlOトン／Iヨと纏めて高いレ
ベルにあった（気象庁2はlO.2002年内．今もなお500～1.500トン／自の多量の火山ガス（ニ磁化獄貨）の放出
が継続しており（気象庁2011年1））、火山ガスの放出は当分継続すると考えられる．
・噴煙・火山ガスが強風によって吹きおろされるようなとき、.IJi下の池車庫でI立高.度のこ酸化碕貧（S02）が
観測され｛飯野・木下ほか200S2' ）、火山ガスの~響により航空割置の遼行に~－響を及1ます. 2010年2月 1 日
～2011年1月JlBの航空Iの運行扶況は31.5%と交通の便はよくない状況である（広報みやけ2010.
201131). 
・混在、三宅島役渇が金14箇所で火山性ガスairの定点測定を行っているが、必ずしもその周辺地織の温
度を代理Eするとは隈らない．
・本研究で1草、火山噴出納IUllfiのE陸軍量を抱置置するために、比較的簡便な袈置で長短躯区間の火山性ガス
(S02）の平勾温度をその場観測できる長光路盤分吸収分光（Dife聞ntialOptical Abs町pli旧nS関ctro・
事α:,py,DOAS）』去による計測を行った
－摘さ主回復の，18を担！Iするために衡星計測デー告を用い、三宅島の噴火後の火山噴出物表JIi!における
4・2主役~と火山ガス（S02）との関連を鏑査した
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火山ガス（S02）と植生指標（NOVI)の関係 ｜ 
·•怖やヱ喝周辺‘...における樹木の震には磁質量量化”が付
”しその.，孟織圏院によって異なることが，同定されている【臓弁
ほか.1”デ
・樋笠の量膏貌．は．その隼宵椙耐の過査から11をに宣る，E..土I.夫’E湾総などの羽織状況を.合的に受け入れた緒
患を示しているので．偏』ltt創デー 曹を利用して大気汚鎗によ
る穐隼の篠宮~・量分先反射椅佳から待値で曹る
...解隊前（2003年4月7Bl止遷m解除後（207年5'118
自｝のASTERCVNR）から火山ガスの地よ測定4（地点｝周
辺における樋~稽根（Normoloud !>,f.閣制dv・. 加の
b前 庭問、n＞笹算出して．健生の生息伏況と火山ガス（SO,)
との鱒遣を騎萱
繍宝島匝と存4量生繊の闇値としては 鍾ーに用いられている
NOVIの値である0.1を鰐いf例えIt、近’I.2<刷．原因・近’I.
200豊｝、”OVI晶、1より火曹い鑑査示す舗織を楢生血匝とした
NOVl>0.1の緑地在1,0.l >NDVIの~縁砲を唱と2値化した樋
生・•＜2003年4月78、製剤07年5月 16日｝豊作成
三宅村役場による火山ガスの地よ測定息査中心とした半径
2ぬ胃の関心同を作成L.2値化し；た糧生薗像に盆ね合わせ、地
よ測定点（8地点｝から半径2沿n.肉における植生指複【NOVI)
と雄主測定局による火山ガス（SO，）の年平均値との簡保を鍋牽
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••11火山ガスの策集鱒簡が長い地織（阿~.
t寧図書・・－区｝のNOVI！孟小さ〈．
高温.火山ガスの宛生時”が短い亀織｛伊
豆・拘置’－伊ケ＃旭区｝のNOVIは；＿eぃ
・OOASほと地上測定による火山ガス（SO，）浪度は頚似した時系列震動が観測され.;;1度の火山ガスが広緩に分
布していることを把僅
・衛星計測デ一世による繍生の生懸状況と火山ガスの関係を甥牽した鉱泉、高浪度火山ガスの先生時聞が長い地
峨（阿吉、士事国高濠度地区）の纏隼の.！Ul状況1志望E仁志濠If火山ガスの発隼時間が短い地土曜の樋隼の生懸状況は
回復傾向にある二とが明らかになった
紺静
OOAS観測は三宅島役場防災安全保の支Iを受けて行われたまた、池上測定の火山ガスcso，）デー 舎を健供して
頂いたここに‘配して鰍震を表するなお‘この続究はね学研究費繍助金＆A研究（C) (2009-20 I I年度）「リモート
センシングによる火山噴出物理Ut舗の実態絶望IJの研究肉容に$ずるものである
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